
裾野麗峰山の会・山行報告書                 文・井上 写真・北村、後藤 

山行番．  NO.2059 

日 時  2024 年 11 月 4 日(月)晴 

山 域  西丹沢・大野山（723m）610m 峰東尾根 

コース  御殿場線下土狩駅発 6:59-長泉なめり駅 7:03-山北駅着 8:15-皆瀬川林道-人遠（ひと 

とう）9:42--東尾根-610m 峰-大野山車道-大野山 11:45～13:40-下山-谷峨駅 15:15- 

-谷峨駅発 15:20～下土狩駅着 16:07-後藤家懇親会 16:30～20:00 

標高差  上・下り 山北駅約 110m～大野山 723m＝約 613m 

難易度  非常に困難  困難  やや困難  レ普通  やや易しい  易しい 

西丹沢・大野山で北村さん送別ハイク  

参加者  後藤、北村、井上、伊藤、大島＝5 名（懇親会参加：勝又、山田夫妻） 

  

北村さんが家庭の事情で退会のため、送別ハイクを実施。当初は 11/2(土)の予定だった

が、雨の為順延し、参加者が変わってしまった。 

北村さんは主賓でありながら、おもてなしたっぷりで、参加者の為にビール 6 本、焼き 

 

 
山北駅前                  見守り観音菩薩 

 
有名な豆腐らしい              東名工事 



肉用ソーセージ、食後のぜんざい一式を歩荷した。 

山北駅を降り、長い道路を歩き人遠に到着。大島さんと後藤さんのスピードが速く、先

に行く姿が見えない。第 2 東名工事の橋はつながり、巨大な足場が現代アートのよう。 

何度か来ている高松山バリ入り口の橋を渡らずに左に折れ、人遠集落に入り、車道最終

から尾根になっている。 

道路脇に猟犬の檻があり、何頭もの犬が吠え続ける。檻の天井は空いているので飛び越

えてくるのではないかと冷や冷やした。その向かいの家には鹿の角や頭蓋骨が無数にぶら

下がっており不気味だった。 

 尾根は緩やかだが、人はほぼ歩いておらず、テープもない。明確なまっすぐの尾根の形

を頼りに進む。610m 峰は、とりわけ峰というほどではなく、林道の脇にちょっと盛り上が 

っているだけだった。 

 

 
東尾根 

 
 

ここからは林道を歩く。標点 645m を北に迂回し林道を進む。この標点を下ったところの

林道が分岐しており、ここから尾根に上がる道が地図にあるが、ここを見逃し林道を進ん

だ。 

しかし、やはり尾根に上がろうと急な傾斜を上がるが、先に上がった後藤さんと大島さ

んは戻れなくなり、残りは林道に戻った。 

 頂上近くになると、駐車場があり、下から車やバイクで上がってきているようだ。別れ



た後藤さんと大島さんがだいぶん先の方に見える。大野山の頂上に到着。頂上は原っぱで

視界が開け、丹沢の山々が一望できる。ここは富士山がきれいに見えるところらしいが、

今日は雲の中だった。 

沢山の人達が昼ご飯を食べている。私たちは焼肉パーティ。後藤さんが畑で作ったシシ

トウ、ピーマンがみずみずしくおいしい。 

伊藤さんがあちこち探して見つけた味付けゴロゴロ牛肉（1 人 400 円）、そして主賓であ

る北村さん提供のソーセージ。すべておいしい。保冷剤付きで荷上げしてくれたスーパー

ドライも良く冷えて最高にうまい。後藤さんと私で 6 本飲んでしまった。 

 

 

 
北村さん特製、北海道産アズキのお汁粉 

 

焼肉はすすむ 



となりでプリンアラモードとチヂミを作っている女性グループから 1 人探索隊がきて、

煙が流れてきて匂いがおいしそうと言う。後藤さんがシシトウ、ピーマンをふるまうと喜

んでいた。 

 さらに、北村さんが小豆をのばし、しゃぶしゃぶ用お持ちを入れてぜんざいを作ってく

れた。もう完璧なコース料理だ。最後に後藤さん指導で「山の歌」を唄った。 

 頂上を離れる前に、「北村さん、お元気で」の横断幕つき記念写真をとり、下山開始。下り

は南斜面のためか、多種多様な花が咲いて目を楽しませてくれた。青空にススキの穂も秋

らしい。 

 

 

北村さん、お元気で！！！ 

 ススキ原 



帰りの電車は、滑り込みセーフ。16 時に下土狩に着き、今日山には参加できなった勝又

さんと山田夫妻が合流し、後藤さん宅で送別会、懇親会。 

そして今週末に予定している北村さん、山田さん、私の「だんご隊」のしびれる赤岳県界

尾根～真教寺尾根の計画を練った。 

 北村さん、北海道での生活は大変かと思いますが、体に気を付けて頑張ってください。 

 

 

酒匂川に架かる橋で佇む北村さん               

 

【北村さんの感想】 

送別を兼ねて実施していただいたハイキングは自身にとって特別な一日 

当日ご一緒できたメンバーとの山歩きを楽しみながら、一年半お世話になった仲間全員と

の事を思い浮かべながら歩きました。 

雲は多めながら暖かな登山日和 

上りはバリルート、下りは花たくさんのルート 

地図読み、花の知識、一緒に登りながら多くの事を教えて頂いたことを思いします。 

山頂で皆と食べた焼肉と野菜は最高に美味しく 

後藤さんが手書きで書いてくれた送別の横断幕には感動しました。 

持参したお汁粉が好評で完食してもらえたのも嬉しかったです。 

下山で見たススキと青空が印象に残りました、毎年すすきと青空を見るとこの一日を思い

出すような気がします。 

夕食会にもお誘いいただき、麗峰仲間でお話ができて嬉しかったです。 

良い一日をありがとうございました。                     以上 



 


